
リレバン・レポート ’13
～ 「なんとかなるさ」からの脱却 ～

リレバンの効率的な推進方策の提示を目的として平成２０年度から実施。今年度は、新たな切り口として、中小企業者の

経営改善・事業再生に対する意識を調査し、それを軸とした分析を行うことにより、今後の課題を明確化できた。
県内に事業所を有する中小企業者向けアンケート 調査数：２,５００ 総回収数：１,６９９ 有効サンプル数：１,５７１

調査概要

・試算表・資金繰り表・事業計画を全て作成している１４．０％、全て作成してない２９．３％
→不作成の理由「作成の必要性を感じないから」試算表５７．３％、資金繰り表６４．３％、事業計画６２．４％
・「業績が良好な企業」、「経営改善の必要性を感じる企業」は、試算表等の作成及び金融機関への提出の割合が高い
・決算書等を自発的に提出した場合の金融機関の前向きな対応６９．６％の一方で、後ろ向きの対応２０．９％

経営状況把握
の取組

資金調達の
現状

過去１年間の謝絶経験割合６．９％（昨年度１３．４％）
・昨年度より大幅に低下（中小企業金融円滑化法終了後も金融機関による融資等への前向きに対応がうかがわれる）
・金融機関による謝絶理由の説明に対して、「納得しなかった」５２．８％
・金融機関による謝絶時のフォローとして、「アドバイス・提案はなかった」５６．６％

メインバンク
に対する
満足度

総合満足度６６．８点（昨年度６２．７点）
満足層…（大変・かなり・まあ）満足 （54.2%）
中間層…普通 （37.2%）
不満足層…（やや・かなり・大変）不満（8.7%）

個別項目満足度として、融資や経営支援等に関連した１４項目を調査
→融資に関連する項目の点数が昨年度より上昇（但し不満足層では低い）
→経営支援に関連する項目※の点数が低い（特に満足層で相対的に低い）
（※「販路開拓の支援」 「新商品開発・技術研究開発支援」など）

経営改善
への意識

・経営改善・事業再生の必要性を「感じる」３７．９％（主な理由・・・売上減少５６．７％、資金繰りが窮屈２２．０％）
→うち、経営改善計画（事業再生計画）作成の必要性を「感じる」６２．１％
・経営改善・事業再生支援機関を「知らない」６５．１％。当該支援機関を知っていて「活用したいと思う」４８．４％

「なんとかなるさ」型
「どうすりゃいいの？」型

金融機関 商工団体
再生支援
協議会 地公体 連携

質の高いコンサルティング機能の提供

自社の
経営状況の把握

改善点の
洗い出し

経営改善 「常に前進」型

「なんとかなるさ」からの脱却への ＝自社の経営状況の把握第一歩

試算表 資金繰り表 事業計画 決算書
作成状況 ６９．０％ (毎月作成４６．８％) ２９．９％ １７．８％ －

金融機関への自発的な提出状況 ８．１％ ９．２％ １０．８％ １４．９％

直近の業績
経営改善
の必要性

作成している割合

試算表（毎月） 資金繰り表 事業計画

「常に前進」型 上向き 感じる ６７．４％ ５５．４％ ４３．５％

全体（平均） － － ４６．８％ ２９．９％ １７．８％

「なんとかなるさ」型 下向き 感じない ２９．２％ １１．８％ ３．５％

「どうすりゃいいの？」型 下向き わからない ２７．２％ ５．８％ ２．９％

３区分に注目
今後の課題
（目指すべき姿）

その他の
認定支援機関

経営状況把握が不十分！


